


研究目的 

近年・小児栄養学的立場からカルニチンが注目されており,これが欠乏すると骨格筋の重要

なエネルギー源の 1つである脂肪酸の利用障害のため,筋脱力や萎縮などが生じる。臨床的

には筋肉痛・筋脱力の他に CPK,トリグリセライド,コレステロールの増加を示す。一方甲

状腺機能異常症ではこれらと類似したことを経験する。そこで甲状腺機能異常症における

カルニチン代謝がどのように関与しているかを検討した。 


